










本年度の研究成果として次のことが挙げられる。 

(1)全国調査により,その実態が把握でき,まだ相当数の患者の発生していることが明らか

となった。 

(2)RIVKA-Ⅱ(Latex凝集法およびEIA法),HPT および尿中Glaにより,VK依存凝固因子の動

態つまり VK 不足の状態を明らかにし,これらを指標にして,VK 投与法についての根拠が得

られた。 

(3)VK を,分娩あるいは分娩後に,母体に与えて経胎盤的又は母乳を介して,これを供給す

ることも可能であることが明らかとなった。 

(4)冬季の牛乳には夏季のものよりも,VK 含量の高いことが明らかとなった。また,ヒトの

冬期初乳についての分析も行った。 

(5)乳児の主な腸内細菌を培養し,菌体内にあるVKを測定し,菌種によって大きな差異のあ

ることが判明した。 

(6)新生児,乳児の肝には,VK の貯蔵が成人に比して少ないことが明らかとなった。 

(7)特発性 VK 欠乏症でも,肝障害のあることが伺えるが,その本態としては,胆汁の欝滞が

考えられ,これによって VKの吸収は低下していることが示された。又一方では CMV 或はそ

の他のウイルスによる感染の可能性も示唆された。 

(8)新生児VK欠乏性出血症も,VKの経口投与でかなり予防できることが明らかとなったが,

投与の困難な場合や投与前に発症する例のあることが示唆された。 

(9)長崎県,静岡県で本症の予防対策が進んでおり,また神奈川県でも体制が整いつつある。

又東京都でも施設間の協力による体制が出来つつある。 

(10)暫定普及案として,産科退院時に少なくとも1回のVKの投与を勧める指針を発表した。 


